






データベースは、元来，大l1ltの情報の効率的な情報管理を目的として，大型コン

ピュータでの運用を前提に生まれたため．大鹸のデータから目的とするデータを短

時間で抽出することが主要な利用形態である。

しかし，法則性や体系化のようなものは，教師から一方的に伝えるよりは，学習

者自身に発見させるような学習法の方が定肴度と情意の面から見て効果的である，

という考え方からデータベースを発見学習に取り入れたとき，データをいろいろな

角度から検索して分析し整理したり，組み合わせたりすることで新しい発見や開発

を生み出すこと可能性がうかがえる。

パソコンとデータベースの利用には，利用者の目的に応じて利用者独自のデータ

ベースが作成できる，打正・追加・iiII除が自由にできる，利用時間の制約がない，

身近にあるので手軽に使える，所要時間を気にせずいろいろな観点から検索・抽出

ができる，といったことも，個別学智の上では大きな要因と言える。

データ間に存在する関係や規則．法則．体系を，結論として受け取るのではなく、

学習者自身がその結論を発jnLする過樫に参加する発)L学習にデータベースやパソコ

ンは貢献すると考えたとき、どの学課段階で行うのが効果的かは，ある程度の学習

が終わり，それまでのまとめとしての総合学習として位置づける場合，学習目標の

設定や目的意識と連動させ，ある内容についての学習の最初に位置づける場合，な

ど，これからの臨床試行に委ねる次第である。

７１１l1olleg(ＰｌＩｔＰａｄについて

IntGllegentPadは，個別の機能を持った多くの部品（パッド）を．パッドが持

つ機能を見ながらマウスで合成，分解して簡単にアプリケーションやマルチメディ

ア文書を作成したり利用したりできる開発ツールである。これは，教師と学習者が

共創学習や発見学習の視点から学習素材を作成する｣二で，コンピュータの性能にそ

れほど依存しない点．操作の容易さなどの点から，簡便な手段と考える。以下に．

簡単な事例を示す。
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紙を貼り合わせる感覚で作粟が行える

ＩＰでは、アプリケーションを桐築するためにパッドという部品を提供しています。

前節でも述べたように、各パッドの「機能」には「形」が与えられており、利用者
が目で見ながらアプリケーションを柵築できるようになっています。ＩＰが提供してい
る一部のパッドを以下に示します６

テキスレバヮIＦ スライダーバヮIFBiイロパッ「 ６
コと二ijI1ii三iｌ

文字ﾂﾚ《ヮ「

。

イメージパッ「

テープルパッＩＦ

議惣'１五

利用者は、これらのパッドを紙を貼り合わせる感覚で組み合わせ、アプリケーショ
ンを組み立てていきます。なお、作成したアプリケーションを修正する場合には、一
部のパッドを「はがす」・｢修正する」・｢貼る」といった操作で紫早く対応することが
できます。
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作成する時計の貼り合わせ構造を示します。

〃凡例

Ｆ]：数値パッド

戸]：文字列パッド
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一番下の日付パッドが時計の本体に相当します。日付パッドは､現在の年､月、日､曜日、

時、分、秒のそれぞれの値を保持するスロットを持っています。
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各パッドはほかのパッドとデータを交信する機能を持っており、貼り合わせと同時

にデータの連携を定義することができます。

例えば、「データを管理しているパッド」を、「グラフを表示するパッド」に貼り合

わせて迎挑し、そのデータを基にグラフを表示すること力同能です。

このように、ＩＰでは従来のプログラム言語は使用せず、パッドを操作するだけでア

プリケーションを概築することができます。

マルチメディアを簡単に扱える

ＩＰでは、絵や写真などのデータを管理して、パッドに表示することができます。

このようなメディアを利用して、プレゼンテーションや各種の教育教材・電子パン

フレットなど、各狐のメディアを扱うアプリケーションを作成することができます。

ｉ司員
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Ⅱ学習素材サンプル

前述の基本的な考えをふまえて，下記のサンプルを作成し学習行動における認

知について考察を試みる。

開発環境

ソフトIntellegentPadforMacLO，漢字Talk7.5

コンピュータPowerMac8100/80AV(Apple）：１GB(IIDDL32MB(メモリ）

ＶＴＲデッキGV-SX50NTSC(SONY）

CVD-500(SONY）

ＶＴＲカメラCCD-MCl(SONY）

モニタKV-29ST91(SONY）

※II1tellegentPadはwmdows環境でも使えるWindows版があるが，ハー

ド的に簡便なマツキントッシュを用いた。

１

２作業

（１）サンプルの作成

サンプル１：情報処理と学習に関する試行素材

１)日本人と外国人インフォーマントの耳の上に超小型ＶＴＲカメラを装

肴する。病院の正面玄関から外来受付まで歩き，その道筋を目線の高さ

から録画する。

２)後ほど，録画資料を見ながら口頭で道案内をする。３回繰り返す。

３)録画資料をパソコンにキヤプチヤーする。IntellegentPadの動画再生

パッドを使い，かつ録画画面上に文字化した資料．語葉データベースや

静止画像とリンクするパッドを貼り付けて，学習段階や関心などを考慮

に入れ．学習素材を作成する。

サンプル２：情報処理と学習に関する試行素材

１）日本人と外国人インフォーマントの耳の上に超小型ＶＴＲカメラを装

蒜する。一対一の会話場面を設定し録画する。

２)後ほど，録画資料を見ながら内省する。

３)録画資料をパソコンにキヤプチヤーする。IntellegentPadの励画再生

パッドを使い，かつ録画画面上に文字化した資料，語葉データベースや

静止画像とリンクするパッドを貼り付けて，学習段階や関心などを考慮
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に入れ，学習素材を作成する。

サンプル３：刺激材と内省に関する試行素材

１)インフオーマント（日本語教師）の耳上に超小型ＶＴＲカメラを装着す

る。日本語授業場面を教師の目の高さから録画する。同時に，教室を見

渡す位置にＶＴＲカメラを設置し録画する。

２）後ほど，以下の要領で録画資料を見ながら，内省する。

・２台のＶＴＲを使い，モニタに二つの画面を同時に流し，視聴する。

・１台のＶＴＲを使い．モニタに－つの画面を流し，視聴する。

サンプル４：素材認知と情報処理に関する試行素材

ｌ)常用漢字約１００字を一つずつパッド（土台，スライド，タイマー）に

張り合たものを作成する。

２)日本人と外国人インフォーマントに漢字の部分リモート・コントロール

しながら，左右上下四方向から少しずつで見せる。

３)インフォーマントは，どんな漢字か推察する。そのとき，思いついたも

のはすべて口に出す指示を与える。

４)正しく漢字を認識したとき、タイマーをとめる。

４)次の漢字に移る。以下，同様の手順で約１００字を行う。

５)同様に，一文についても，２０文例一つずつを少しずつ見せる。

６)見えないところを推察させる。同じように考えた表現を口頭で言わせる。

なお，タイマーの記録はパソコンにデータとして自動保存される。

Ⅲまとめ

サンプルの作成過程において，情報処理と学習に関する要因に関係する可能性を

持つ行動が見受けられた。なお，現在は、データの鼠的収集及び量的分析を行うま

でには至っていない。

（１）サンプル１の３回の道案内から

１回目より２回目，３回目の方が語彙と文が数的に増加し，補足情報が付

加される。

（２）サンプル２から

額きの回数とタイミングが画面の揺れとして表れる。

相手の表情と会活におけるターンの交替とが関連して見られる。
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（３）サンプル３から

二画面を見るときは，目のカメラの方がより意識される。

内省情報が第三者のカメラと目のカメラの画面とで異なる。

（４）サンプル４から

日本人は豊富な予備情報を駆使する。

以上は，サンプルの第一次試行から得られた主観的な情報に過ぎない。また，所

属機関の制約上，試行環境の制限や，コンピュータのハードへの依存度を含め技術

環境的な制約などの課題がある。しかし，今後の技術革新を取り入れながら，サン

プル開発と試行を積み上げていき．共創学習と発見学習とコンピュータという視点

から学習素材の開発を試みる所存である。
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紙を貼り合わせる感覚で作業が行える

ＩＰでは、アプリケーションを梢築するためにパッドという部品を提供しています。

前節でも述べたように、各パッドの「機能」には「形」が与えられており、利用者

が目で見ながらアプリケーションを禍築できるようになっています。ＩＰが提供してい

る一部のパッドを以下に示します。

テキストパツド
敵値パッド スライダーパッド

。
型
一

■■「」
イメーゾパッIＦ

テープルパッド

議巍

利用者は、これらのパッドを紙を貼り合わせる感覚で組み合わせ、アプリケーショ

ンを組み立てていきます。なお、作成したアプリケーションを修正する場合には、一

部のパッドを「はがす」・「修正する」・「貼る」といった操作で索早く対応することが

できます。
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作成する時計の貼り合わせ柵造を示します。

〃凡例

Ｒ：数値パッド

戸。：文字列パッド
[ﾃﾞｨｸ１

%評|{どワ
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〃〃△Ｉ写'〔匂ムコタカ竺画巳■

一番下の日付パッドが時計の本体に相当します。日付パッドは､現在の年､月、日､畷日、
時、分、秒のそれぞれの値を保持するスロットを持っています。
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各パッドはほかのパッドとデータを交信する機能を持っており、貼り合わせと同時

にデータの連携を定義することができます。

例えば、「データを管理しているパッド」を、「グラフを表示するパッド」に貼り合

わせて連擁し、そのデータを基にグラフを表示すること力同能です。

このように、ＩＰでは従来のプログラム言語は使用せず、パッドを操作するだけでア

プリケーションを織築することができます。

マルチメディアを簡単に扱える

ＩＰでは、絵や写真などのデータを管理して、パッドに表示することができます。

このようなメディアを利用して、プレゼンテーションや各種の教育教材・電子パン

フレットなど、各1mのメディアを扱うアプリケーションを作成することができます。
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